




 バスケットボール競技は、５月２９日（土）奥州市体育館でベスト４決定戦が行われま

した。関工は気迫と切れのあるパスプレーからシュートを決め、最後まで王者盛岡市立と

一進一退のゲームを展開しました。 

後半終了１３分前、誰もが盛岡市立の負けを予想した時、盛岡市立は関工との９点差を

連続で３ポイントシュートを決めて同点としました。その後、残り２分３０秒の戦いが会

場を沸かせるとともに、僅差で終えたゲームは、関工のプライドを示してくれた会場一番

の好ゲームだったと思います。 

王者盛岡市立を完全に捉えた関工バスケットボール部、この壁を乗り越えるための更な

る努力に期待したい。 

～ いま 関工がおもしろい ～ 

  

関工対盛岡市立のスコアに、場内の視線が集まる 

 

ゲーム開始           チャンスのフリースロー 

 

   巧みなパスワークを奏して切り込むキャプテン  盛り上がるベンチ 

 

 

 

バスケットボール部 王者盛岡市立に肉薄 ９３対９１ 

本気です。一関工業 

No、１０ 


